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１． 目的 

平成１６年６月２５日付「格納容器再循環サンプスクリーン閉塞事象に関する報告徴収につい

て」（平成 16･06･24 原第７号）の指示に基づき、伊方発電所第１号機について調査を実施した。 
本報告は、その結果について報告するものである。 
なお、他の号機については、調査完了次第、順次報告する。 

 
２． 調査結果に関する報告 
（１）調査項目 

格納容器再循環サンプスクリーン機能の有効性評価に必要な格納容器内保温材、格納容器

再循環サンプなどのデータの詳細として以下の項目について調査した。 
①格納容器再循環サンプ、安全系機器の仕様 
・格納容器再循環サンプにサクションをとる安全系の名称、容量、スクリーン形状、個数、表

面積 
②原子炉冷却材喪失事故時等にスクリーン閉塞の原因となり得る異物源の情報 
・格納容器内の保温材の種類、使用量 
・格納容器内のエアフィルタの使用箇所と材質、使用量 

 

（２）調査方法 

①格納容器再循環サンプ、安全系機器の仕様 
 設計図書の調査を行った。 

②原子炉冷却材喪失事故時等にスクリーン閉塞の原因となり得る異物源の情報 
 保温材の種類、使用量については、伊方発電所第１号機の保温材の施工図面により保温

材の種類、使用量を調査するとともに、図面上確認できないデータおよび図面と現状のプラ

ント状態が相違ないことを確認するため、現場調査を行った。 
 エアフィルタの使用箇所と材質、使用量については、設計図書の調査を行うとともに、使用

箇所については、現場調査で確認した。 
 

（３）現場調査実施時期 

伊方発電所第１号機 ： 第２２回定期検査中（H16.9～H17.2）に調査実施 

 
（４）伊方発電所第１号機の調査結果 

伊方発電所第１号機の調査結果を次表にまとめた。 
 
 
 



 

 

 
項目 調査結果 

①格納容器再循環ｻﾝﾌﾟ、安全系機器の仕様 

・ 格納容器再循環ｻﾝﾌﾟにｻｸｼｮﾝをとる安全系の名称、容

量、ｽｸﾘｰﾝの形状、個数、表面積 
添付１参照 
 

②原子炉冷却材喪失事故時等にスクリーン閉塞の原因となり得る異物源の情報 
・ 格納容器内の保温材の種類、使用量 添付２参照 

・ 格納容器内のｴｱﾌｨﾙﾀの使用箇所と材質、使用量 添付３参照 

 
（５） 考察 

伊方発電所第１号機の調査の結果、保温材として繊維質のものを多く使用していることが明ら

かになった。 
一般に金属保温材と比較して繊維質保温材は異物となった場合に格納容器再循環サンプス

クリーン閉塞評価結果が厳しくなると言われている。このため、現時点では格納容器再循環サン

プスクリーン閉塞評価手法が確立されておらず、必ずしも閉塞の可能性が予見されるものではな

いが、同様の状況にある米国 PWR 事業者の例に鑑み、念のため別添の暫定対策を立案し、実

施しているところである。 
また、まだ調査を実施していない伊方発電所第２号機および第３号機についても、念のため、

同様の暫定対策を立案し、実施しているところである。 
 
 

以  上 
 
 
 
 
 
（添付資料） 

添付１：格納容器再循環サンプ、安全系機器の仕様 
  添付２：格納容器内の保温材の種類、使用量 
  添付３：格納容器内のエアフィルタの使用箇所と材質、使用量 
 
  別 添：格納容器再循環サンプスクリーン閉塞事象に関する暫定対策の実施状況について 



プラント名
再循環

サンプ数

再循環
サンプ
からの

吸込口数

系統名称 数（ポンプ台数） 容量（m
3
/h）

スクリーン
表面積

（m
2
）

スクリーン形状

格納容器

スプレイ系
*1 2 約630

高圧注入系
*2 2 約159

低圧注入系
*1 2 約454

*1：1つの再循環サンプ吸込口から、格納容器スプレイ系統、低圧注入系統のそれぞれ1系統に分岐
*2：低圧注入系統を経由して高圧注入系統へ切り替え可能

格納容器再循環サンプ、安全系機器の仕様

伊方発電所
第１号機

約7.221 メッシュ：約5mm×70mm

添
付

１



伊方発電所第１号機 単位：m
3

主配管
1次系
枝管

その他
配　管

補　機
原子炉
容　器

蒸　気
発生器

1次冷却
材ﾎﾟﾝﾌﾟ

加圧器
加圧器
逃し弁

主蒸気管
主給水管

合計値 割合（％）

ケイ酸
カルシウム

3.5 20.3 3.8 0.1 13.5 41.2㎥ 23.7%

繊維質 2.1 6.1 21.7 41.5 0.1 0.0 0.2 71.7㎥ 41.2%

その他 0.0㎥ 0.0%

金属保温 11.4 4.6 2.4 14.5 3.1 6.1 0.6 42.7㎥ 24.5%

繊維質 0.3 0.0 0.3 16.4 1.3 18.3㎥ 10.5%

11.4㎥ 10.5㎥ 28.8㎥ 25.9㎥ 14.5㎥ 57.9㎥ 3.1㎥ 7.5㎥ 0.6㎥ 13.7㎥ 174.0㎥ －

※：小数点第二位以下四捨五入（四捨五入の関係で個々の値を足した値と合計値が合わない場合もある。）

格納容器内の保温材の種類、使用量

ｶﾌﾟｾﾙ保温

合計値

（注釈）
　・主配管は１次冷却材管を示す。
　・１次系枝管は１次冷却系統配管のうち、１次冷却材管以外の全ての配管を示す。
　・その他配管は、主配管、１次系枝管、主蒸気・主給水管を除く配管を示す（SIS,RHRS,CCWS等）。
　・繊維質は、ロックウール、グラスウール、ガラスクロスを示す。

一般保温

添
付
２



伊方発電所第１号機

機器名称 設置位置 フィルタ名称 材質 使用量

格納容器再循環ユニット（×４） EL32.2m（オペフロ上） 微粒子フィルタ グラスファイバ 50枚
※１

×4台

粗フィルタ グラスファイバ 6枚
※２

×2台

微粒子フィルタ グラスファイバ 6枚
※１

×2台

よう素フィルタ 活性炭 18枚
※３

×2台

制御棒駆動装置冷却ユニット（×３）
EL26.2m
（蓄圧タンクＡ廻り）

粗フィルタ グラスファイバ 4枚
※２

×3台

ループ排気フィルタユニット（×２） EL32.2m（架台上） 粗フィルタ グラスファイバ 4枚
※２

×2台

　　　※１ 　サイズ：W 610×D 610×H292[mm]　（約0.11m
3
）

　　　※２ 　サイズ：W 590×D 590×H292[mm]　（約0.10m
3
）

　　　※３ 　サイズ：W 619×D 740×H159[mm]　（約0.07m
3
）

格納容器空気浄化フィルタユニット（×２） EL19.95m（Aループ外）

格納容器内のエアフィルタの使用箇所と材質、使用量

添
付

３



 

 

 
格納容器再循環サンプスクリーン閉塞事象に関する暫定対策の実施状況について 

  
 

１． 対象プラント 
     当社の全てのプラントを対象とする。 

・ 伊方発電所 第１号機、第２号機および第３号機 
 

  
 ２．暫定対策実施内容 

実施項目 実施内容 実施時期 備考 
格納容器再循環

サンプスクリー

ン閉塞事象発生

時に対応するた

めの運転マニュ

アルの改訂 

現状のマニュアルには、１次冷

却材喪失事故または主蒸気管

破断事故発生後、格納容器再循

環サンプスクリーンが閉塞し

た場合の対応操作が規定され

ていない。このため、格納容器

再循環サンプスクリーン閉塞

の徴候検知方法および対応操

作のためのマニュアルを整備

する。 

平成 17 年 2 月

実施済 

添付参照 

前 項 の 運 転 マ

ニュアルに基づ

く、教育・訓練

の実施 

運転員に対して、前項で作成し

た運転マニュアルの内容を確

実に理解させる必要があるた

め、教育・訓練を実施し、内容

の浸透を図る。 

平成 17 年 3 月

実施済 

 

格納容器再循環

サンプスクリー

ン閉塞事象に関

連する海外ＢＷ

Ｒでの同種事例

周知教育 

運転員およびトラブル対応要

員を対象に海外BWRでの同種事

例周知教育を実施し、格納容器

再循環サンプスクリーン閉塞

事象に関する理解浸透を図る。

平成 17 年 2 月

実施済 

 

格納容器内異物

管理の厳正化 

定期検査ごとに、その終了まで

に格納容器内の点検を行い、格

納容器再循環サンプスクリー

ン閉塞の原因となり得る格納

容器内の異物を除去する、ある

いは仮置機材等で閉塞の原因

となり得るものについては、固

縛等の適切な措置を行う。 

平成 17 年 1 月

以降において

定期検査終了

に伴い起動す

るプラントか

ら順次適用 

 

別 添 



 

 

実施項目 実施内容 実施時期 備考 
運転シミュレー

タを用いた格納

容器再循環サン

プスクリーン閉

塞事象発生時の

対応操作訓練の

実施 

運転員を対象に新たに作成し

た格納容器再循環サンプスク

リーン閉塞事象対応マニュア

ルに基づく対応操作について、

運転シミュレータを用いた定

期的な訓練を行い、より確実な

対応操作が行えるようにする。

現在、実施中 

今後、１回／年

度の頻度で実

施 

 

  
  
 
添付：運転マニュアルの改訂内容（伊方発電所第１号機の例） 

 
 



 

 

 

〔添付資料〕 

 

 

運転マニュアルの改訂内容（伊方発電所第１号機の例） 

 

・故障・事故処理内規の改訂内容 

 

・１次冷却材そう失（大破断）操作フローシート 

 

・２次冷却材喪失操作フローシート 

 

・LOCA 時再循環不能操作フローチャート 

- ECCS 再循環不能 

- C/V スプレイ再循環不能 

- 再循環サンプスクリーン閉塞 



凡 例 故 障 ・ 事 故 の 発 生《 》

原子炉トリップまたは
ＥＣＣＳ作動が必要な状態一部改訂内規

安 全 機 能 監 視 ［安全機能監視パラメータを連続的に監視する。］新規制定内規

事 象 の 判 定

事 象 ベ ー ス の マ ニ ュ ア ル 安 全 機 能 ベ ー ス マ ニ ュ ア ル

個々の事象毎に想定されるシナリオに従った操作を記載した内規 設計基準事象を超える多重事故も対象として起因事故やそこに至る事象の経緯は問
（いくつかの設計想定外事象を含む） わず，プラントの安全上重要な安全機能を確保するための対応操作を記載した内規

( 1) , ﾏﾆｭｱﾙ ｡ 複数の安全機能が同時に脅かされている場合は，優先度の高いマニュアルから実行注 全交流電源喪失は 他のすべての に対し優先して実行する
( 2)LOCA ,LOCA , ﾍﾞｰｽ ﾏﾆｭｱﾙ ｡ する。注 時再循環不能 再循環時補機冷却機能喪失および原子炉補機冷却機能喪失は 安全機能 の に対し優先して実行する

設 原 外 蒸 そ一 二
計 子 部 気 優先度 緊急レベルのマニュアル 注意レベルのマニュアル次 次
基 炉 電 発 の冷 冷
準 ト 源 生 １ F-1.1 未臨界の維持：炉出力の発生 F-1.2 同左：未臨界度の不足却 却
事 リ 喪 器 他材 材
象 ッ 失 伝 ２ F-2.1 炉心冷却の維持：炉心の過熱 F-2.2 同左：RCSのサブクール喪失喪 喪
範 プ 熱失 失
囲 管 ３ F-3 Ｓ／Ｇ除熱機能の維持： F-6 １次系保有水の維持：
内 破 Ｓ／Ｇへの全給水喪失 加圧器水位の低下
の 損 または蒸気放出経路の喪失
マ
ニ ４ F-4 格納容器健全性の確保：
ュ Ｃ／Ｖ圧力異常高
ア
ル ５ F-5 放射能放出防止：

Ｃ／Ｖ内放射能レベル異常高
設 Ａ E-0.1 E-1.1 E-1.2 E-1.3 E-1.4 E-2.1 E-3.1 E-3.2 E-4 安全機能が脅かされている状況にあ 安全機能が直ちに脅かされている

（

計 安Ｔ るため，事象ベースマニュアルに優 状況にはないため，事象ベースマ
基 全Ｗ 全 Ｌ イ プ 全 Ｓ Ｓ 原 先して緊急に対応操作を行う。 ニュアルで緊急操作がない場合にＬ
準 機Ｓ 交 Ｏ ン ラ Ｓ Ｇ Ｇ 子 対応操作を行う。Ｏ
を 能 流 Ｃ タ 停ン ／ Ｔ Ｔ 炉Ｃ
超 ベ 電 Ａ 止ト Ｇ Ｒ Ｒ 補Ａ ー

え 源 再 フ 操起 の 時 時 機 NOー 時
る ス 喪 循 ェ 作動 異 破 減 冷 NO再
事 マ 失 補環 イ 時お 常 損 圧 却 炉心損傷は生じているか 全ての安全機能は満足されているか循
象 ニ 機時 ス によ な 側 操 機環
の ュ 冷 Ｌ おび 減 Ｓ 作 能 YES YES不
マ ア 却 Ｏ け 圧 ／ 不 喪

（

能
複ニ ル 機 Ｃ る Ｇ 能 失
合ュ で 能 Ａ Ｌ 減 故障・事故処理内規(第３部)へ 適切な事象ベースマニュアルに移行し
事ア 対 喪 Ｏ 圧 事故収束操作を行う。
象ル 応 失 Ｃ 継

(注1) (注2) (注2) Ａ 続 (注2)

） ）

事 象 の 整 定

通 常 の 運 転 操 作 内 規 に 移 行 し モ ー ド ５ へ

故障・事故処理内規の改訂内容



１次冷却材そう失（大破断）操作フローシート

ＩＲ１－３０２ 安全注入作動 Ａ

安 全 注 入 発 生 10/29
「ＳＩ」,「Ｔ」信号リセット

原子炉・タービン・発電機・トリップを確認 10/29

蓄圧タンク出口弁「閉」

中給・発電ＧＬ・安技ＧＬに連絡 (ACC圧力:1.2 MPaにて実施)

11/29
自動動作確認 ＲＨＲＰ停止

ＳＩ・Ｓ・Ｔ・Ｖ信号、 (RCS: 0.98 MPa以上場合）

主給水隔離 11/29

中央制御室換気系隔離 補助給水調整
ＤＧ起動，ＲＣＰ停止 12/29

ＳＩシーケンス他 外部電源 NO

あり

ＲＣＳ冷却状態確認 YES

12/29 23/29 21/29
事象判別 Ｄ／Ｇ停止 高圧再循環モードに切替 (高圧再循環 Ｄ／Ｇ運転状態確認

13/29 12/29 (RWST:15 %) 継続) 21/29

Ｃ／Ｖ内圧力・温度 NO ・蒸気発生器細管破損 高圧再循環モードに切替 (高圧再循環 ・自動起動ブロック信号 25/29 自動起動ブロック信号リセット

Ｃ／Ｖサンプ水位上昇 （R-15,19上昇)に移行 (RWST:15 %) 継続) リセット 「Ｐ」信号リセット 22/29

YES ・安全注入誤動作に移行 15/29 ・不要補機停止 25/29 不要補機停止
「Ｐ」信号リセット (IA-Comp) よう素除去薬品タンク出口弁「閉」 (IA-Comp)

Ｃ／Ｖ内放射性物質 NO ・２次冷却材喪失に移行 15/29 (水位:20 %）

濃度上昇 よう素除去薬品タンク出口弁「閉」 16/29 27/29 25/29

YES (水位:20 %） 復水･給水系統復旧 事故後24 時間経過後 NO ＲＣＰ封水注入再開
17/29 16/29 (RCS圧力:0.8 MPa以下)

6/29 5/29 事故後24 時間経過後 NO 蒸気発生器給水系統切替 27/29 YES

ＲＣＳサブクール状態確認 復水器真空破壊 (RCS圧力:0.8 MPa以下) (補助給水→主給水系統) 低圧再循環モードに切替

6/29 (外部電源がない場合) 17/29 YES 17/29 28/29 22/29

主蒸気逃がし弁又は ・エゼクタ停止 低圧再循環モードに切替 補助給水ポンプ停止 再循環水サンプリング 換気空調系統復旧
主蒸気ダンプ弁制御状態の確認 ・グランド蒸気停止 18/29 28/29

7/29 再循環水サンプリング 格納容器負圧対策実施

高圧注入開始を確認 19/29

(RCS:10.3 MPa以下で注入開始) 格納容器負圧対策実施 12/29
8/29 換気空調系統 29/29

蓄圧注入開始を確認 NO 20/29 復旧 モード５確立

(RCS: 5.2 MPa以下で注入開始) モード５確立

8/29 １次冷却材そう失

低圧注入開始を確認 (小破断)に移行
(RCS: 0.98 MPa以下で注入開始)

9/29

Ｃ／Ｖスプレイの運転状態を確認

(動作した場合)

《追 記》再循環モード切替以降，再循環サンプスクリーン閉塞の徴候が認められれば9/29

「再循環サンプスクリーン閉塞」内規へ移行する。ＲＣＰ封水注入の確認

(外部電源がある場合)

放射能汚染の監視強化 Ａ

9/29



２次冷却材喪失操作フローシート

ＩＲ１－３０２ 安全注入作動 Ａ Ｂ

安 全 注 入 発 生 12/43 26/43

11/43 格納容器スプレイ 外部電源 NO

原子炉・タービン・発電機 補助給水流量の調整 作動状況継続確認（※) 有り

トリップを確認 YES

低温過加圧状態 27/43 26/43

中給・発電ＧＬ・安技 １次冷却材圧力：4.8 MPa以上 YES ダンプ弁使用 Ｄ／Ｇ停止

ＧＬに連絡 １次冷却材低温側温度：177 ℃以下 13/43 28/43 30/43

20/43 NO ＳＩ，Ｔ，Ｐ信号リセット ＲＣＰ起動 自動起動ブロック解除

自動動作確認 ＳＩ，Ｔ，Ｐ信号リセット 14/43 （R/V,CRDM冷却ファン他)

ＳＩ，Ｓ，Ｔ，Ｖ信号、 21/43 ＳＩＰ停止条件確立 換気空調系復旧

主給水隔離 充てんライン復旧 15/43 ＳＩＰ再起動

中央制御室換気系隔離 ・ 制御用空気系統確認 ＳＩＰ停止 30/43 37/43 34/43

ＤＧ起動 ・ 充てんポンプ運転確認 自動起動ブロック解除 自動起動ブロック解除 Ｄ／Ｇ監視強化

・ ＲＣＰ封水系統確認 ＳＩＰ再起動 NO （IA-Comp) （IA-Comp)

・ 充てんライン隔離復旧 条件無し 不要補機停止

ＲＣＳ冷却状態確認 外部電源喪失時はＩＡＳ， 16/43 YES

ＣＨＰ，ＲＣＰ封水ライン復旧 ＲＨＲポンプ停止 31/43 38/43

事象判別 NO ・一次冷却材喪失 16/43 １次冷却系統

２次系破断か ・ＳＧＴＲ 22/43 ＲＣＳ圧力4.8 MPa NO 冷却減圧・開始

・ＳＩ誤動作に 抽出系統確立 以上 32/43 39/43 （※)格納容器スプレイ系が作動した場合

YES 移行 ＣＣＷ－Ｃヘッダー復旧 16/43 YES 蓄圧タンク出口弁

加圧器ヒータ投入 Ｃ／Ｖ内クラスＡ制御用空気 閉

復旧 32/43 39/43 格納容器スプレイ系作動

6/43 24/43 16/43 余熱除去ポンプ使用

ＳＩＰ停止条件確立 ＲＣＳ圧力4.8 MPa以下まで 33/43 40/43 41/43

破断箇所の判定 25/43 減圧（加圧器逃がし弁使用） モード５確立 Ｃ／Ｖ内圧力 YES

ＳＩＰ停止 0.005 MPa以下

8/43 10/43 10/43 17/43 41/43 NO

Ｃ／Ｖ Ｃ／Ｖ外主蒸気逆止弁 主蒸気逆止弁 充てんライン復旧 格納容器スプレイ系

内破断 前或いは、 後破断 ＳＩＰ再起動 ・制御用空気系統確認 再循環運転切替

8/43 Ｃ／Ｖ外主給水逆止弁 10/43 ・充てんポンプ運転確認

ヨウ素除去薬品 後破断 主蒸気隔離 NO ＳＩＰ再起動 ・ＲＣＰ封水注入確認

タンク出口弁閉 条件無し ・充てんライン隔離復旧 43/43

YES 外部電源喪失時はＩＡＳ，

8/43 25/43 ＣＨＰ，ＲＣＰ封水ライン復旧 格納容器スプレイ

破断ループの判定 ＲＨＲポンプ停止 ポンプ停止

9/43 18/43

破断Ｓ／Ｇの隔離 抽出系統確立

・主給水隔離 ＣＣＷ－Ｃヘッダー復旧

・主蒸気隔離 26/43 加圧器ヒータ投入

・補助給水隔離 モード４またはモード５停

追記》再循環モード切替以降，再循環サンプスクリーン閉塞の・Ｔ／ＤＡＦＷＰ 止ほう素濃度の高い値 《
徴候が認められれば「再循環サンプスクリーン閉塞」内駆動蒸気隔離 他 +100 ppmまで濃縮

規へ移行する。

Ａ Ｂ



１Ｅ－１．１．１ ＬＯＣＡ時再循環不能（１）：ＥＣＣＳ再循環不能 操作フローチャート

高圧再循環および低圧再循環2系列とも不能の場合 Ｂ Ａ

ステップ 1 再循環機能の回復を試みる （継続） 8 RWST水位が異常低となればRWSTを水 4 代替設備による再循環の準備

源とする全ポンプを停止

YES

1 再循環機能が回復したか 5

9 CHPによるRCSへの注入 代替設備による再循環可能か

NO NO (格納容器再循環ｻﾝﾌﾟ水位≧60 %)

YES

Ａ 10 RWST水位の異常低警報がリセットす 5 代替設備による再循環を開始

れば高圧注入を開始

11

低圧再循環可能か

2 RWSTを水源とするCSPを停止 NO

YES

11 13 RCS圧力を0.8 MPaまで減圧

低圧再循環を実施

3 RWSTを水源とするポンプの運転を

SIPを1系列のみとする。

12 NO 13 RCS圧力0.8 MPa以下になればRCSの

高圧再循環が可能か 減圧を停止

6 S/G2次側による除熱の促進 (継続)

YES

12 13 低圧再循環に移行

高圧再循環に移行

7 RWSTへ水を補給 (継続)

14

代替設備による再循環停止

再循環モード切替以降，再循環サンＢ 《追記》
プスクリーン閉塞の徴候が認められ

れば，｢再循環サンプスクリーン閉

塞｣内規へ移行IR1-302-1 １次冷却材そう失(大破断) へ移行『 』



１Ｅ－１．１．３ ＬＯＣＡ時再循環不能（３）：Ｃ／Ｖスプレイ再循環不能 操作フローチャート

C/Vスプレイ再循環2系列とも不能の Ａ

場合

ステップ 1 再循環機能の回復を試みる (継続)

6 低圧再循環運転を開始

1 再循環機能は回復したか

7 C/V圧力が0.267 MPa以上かつRWST NO

NO 水位異常低警報がリセットしたか

2 S/G2次側による除熱の促進 (継続) YES

7 CSP1台を起動 7 CSPを停止

3 RWSTに水を補給 (継続)

NO

4 C/V圧力低下傾向でない

8

YES NO

C/Vスプレイ再循環可能か

4 原子炉補機冷却水系統の加圧 YES

IR1-302-1 1次冷却材そう失(大破断) へ移行『 』

5 C/V換気空調設備によりC/Vを冷却 (継続)

NO

5 C/V圧力低下傾向でない

再循環モード切替以降，再循環サン《追記》
プスクリーン閉塞の徴候が認められYES

れば，｢再循環サンプスクリーン閉

塞｣内規へ移行Ａ



①

② ⑨
(継続操作)

③ ⑩
(継続操作)

④ ⑩
(継続操作)

⑤ ⑪
(継続操作)

⑪
　　⑥

⑦

⑧

⑫

新規制定内規

E-1.1.4 ＬＯＣＡ時再循環不能（４）再循環サンプスクリーン閉塞 操作フローチャート

ＲＨＲの流量調整による再循環確立

１系列以上のＥＣＣＳ再循環確立

再循環サンプスクリーン閉塞の徴候発生

C/Vスプレイポンプを全台停止

Ｓ／Ｇ２次側による除熱の促進

原子炉補機冷却水系を加圧

Ｃ／Ｖ内自然対流冷却操作の実施

ＲＷＳＴへ水を補給

Ｃ／Ｖスプレイ不要

元の故障・事故処理内規にへ移行

　ＲＷＳＴを水源とした高圧注入系１系列
　による１次系への注入

ＲＷＳＴ水位４％以下

ＲＷＳＴを水源としている全ポンプを停止

ＲＷＳＴへ補給不能

充てんモードによる１次系への注入

Ｂ

Ｂ

ＮＯ

ＮＯ

ＹＥＳ

ＹＥＳ

ＹＥＳ

ＹＥＳ

ＹＥＳ

ＮＯ

ＮＯ

ＮＯ




